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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject 
多様性社会のワーク・ファミリー・バランス 

本年度は、研究代表者を務める科研プロジェクト「多様性社会のワーク・ファミリー・バランスに関する

研究」(基盤研究（B）)に主に携わり、国際比較の視点からみた男女のワーク・ファミリー・バランス（WFB）

を研究テーマとして取り組んだ。第 1に、研究対象国のスウェーデン、オランダ、ドイツにおける子育て世

代の男女の働き方の実情を探るべく、アンケート調査票を作成し、各国語に翻訳した上で、WEB 調査サイト

を活用して調査を実施した。また、多様な家族・ライフスタイル（男女カップル・ひとり親・同性カップル）

のあり方と働き方の多様性（正規・非正規、フルタイム・パートタイム、テレワーク等）を包含するインタ

ビュー調査を企画・設計した。本年度は、スウェーデンにおける WFB の実態を明らかにすべく、9月 9日～

17 日にストックホルム圏で計 10 名にインタビュー調査を実施するとともに、民間企業 1社へのヒアリング

調査を行った。 

第 2に、研究分担者として参加する「非典型時間帯就労に着目したワーク・ライフ・バランスの国際比較

研究」（基盤研究（B）研究代表者：大石亜希子・千葉大学教授）において、非典型時間帯就労が家族関係や

家族のウェルビーイングに及ぼす影響について、国際比較の視点から考察した。また同研究チームが日本人

口学会第 69回大会において企画したセッション”Comparative Study on People’s Perception of Fertility Decline 

and its Relationship with the Family and Labor Market Policies”で、“ A Comparative Study of Child-rearing 

Environment and Childbearing Intentions: From a Capability Approach Perspective”という題目で報告を行った

（於：東北大学 6月 11 日）。 

第 3 に、WFB 研究に関わるその他の研究活動として、5 月 29 日～30 日に ILO（ジュネーブ）で開催され

た”Technical Exchange on Work-Life Balance”に参加し、意見交換を行った（招聘）。さらに「諸外国における

育児休業制度等、仕事と育児の両立支援制度」に関する調査研究（労働政策研究・研修機構、平成 29 年度）

に携わり、スウェーデンにおける諸制度の変遷と実態に関する報告書（「第 1 章 スウェーデン」）を作成し

た。 

 

 


